
「広島県流域治水シンポジウム」の開催について 

１ 要旨・目的 

本県における流域治水の更なる推進と流域治水協議会に参画している関係者の意識醸

成を図るため、「広島県流域治水シンポジウム」を開催する。 

２ 現状・背景 

気候変動により水災害が激甚化・頻発化する中、本県では、河川管理者が行う治水対策

に加え、流域全体のあらゆる関係者が協働し、流域全体で実施すべき対策の全体像を示

した「流域治水プロジェクト」を策定・公表するとともに、国・県により江の川上流域及

び本川流域を特定都市河川流域に指定するなど、流域治水を強力に推進しているところ

であり、今後も関係者が主体的に流域治水に取り組んでいく必要がある。 

３ 概要 

(1) 実施主体 

広島県

(2) 実施期間（日時） 

 令和５年 11月 27 日（月） 13:30～16:30 

(3) 場所  

広島 YMCA 国際文化ホール（オンライン同時開催）

(4) 実施内容 

プログラム 説明内容等 説明者 

基調講演
流域治水が創る新しい社会 

～技術・研究の発達と地域の活性化～

広島大学大学院 

先進理工系科学研究科 

内田准教授 

国の事例紹介 流域治水に関する情報提供 中国地方整備局 

全国取組事例の紹介 全国事例の取組紹介 県 

県内事例紹介 各市町の取組状況の説明 
広島市、竹原市、福山市、

三次市、東広島市 

事前アンケート結果回答・ 

質疑応答 
アンケート調査結果に対する回答等 

内田准教授 

中国地方整備局 

県 

市町 

(5) 対象者（広島県内の流域治水協議会構成員） 

協議会 構成員 

一級水系 

（５水系） 

太田川水系・小瀬川水系・江の川水系・ 

芦田川水系・高梁川水系
国・県・全市町・その他機関 

二級水系 

（47 水系） 
西ブロック・中央ブロック・東ブロック 

４ 今後の取組 

  流域治水の取組を更に推進するため、シンポジウムの開催により把握した流域関係者の

課題や要望等も踏まえ、引き続き、流域治水協議会等を通じて、情報提供や技術的支援を

行っていく。 

令和５年 11 月 17 日 
課 名 土木建築局河川課 
担当者 課長 水頭  
内 線 3928 
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